
2D5 郵政研究所の 活動内容 

0 内田 幸一 ( 郵政研究 m) 

几 研究所の目的 

郵政省は、 郵便、 貯金、 保険という情報、 モノ、 お金に関する 国民生活に密着 
した サービスを提供しているが、 この情報、 モノ、 お金のネッ トワークは、 

ユーザ一のニーズや 情報化、 技術革新の中で、 互いに重層化し、 国際的に広がり 

つ っあ る。 

郵政研究所は、 この変貌しつっあ る分野のメガトレンドを 、 広く学際的、 国際 

的 視点から、 多角的、 総合的に研究   調査し、 郵政省の政策形成に 活かすと同時 

に、 研究成果を広く 公表していく。 

2 . 郵政研究所の 組織 

所 長 

次 長 総                           

情報システム 技術開発 附属 

研究部 究 資料館 

第一 第二 第三 

経営経済 経営経済 経営経済 

研究部 研究部 研究部 

  郵便事業   為替貯金 

に関する 事業等に 

基礎的な 関する 

研究調査 基礎的な 

  産業及び 研究調査 

地域経済   保険年金 

動向に 事業に 

関する 関する 

研究調査 基礎的な 

研究調査 

  内外の経済   郵政事業   事業用品   郵政に 

金融の動向 における の 関する 

に関する 情報の 研究開発 文化の 

基礎的な システム 啓発 
調査 に関する 普及 

分析等 基礎的な 

研究調査 
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8 . 平成 2 年度の主な研究テーマ 

( 1 ) 金融・経済系研究 

ア ． 高齢化社会の 貯蓄行動と公的金融の 新しい役割 

ィ ． 生命保険，年金の 経済理論的分析 

ウ ． ボーダーレス 時代における 国際経済の動向分析 

ェ ． 郵政事業を取り 巻く経営環境の 分析 

オ ． 郵便・物流システムに 対するト一タルニー   

  2 ) 情報・地域・ネッ トワーク系研究 

ア ． 郵便局とは何か 一一一 郵便局の原点と 将来 

ィ ． 地域社会の振興 一一一 地域産業、 地域経済動向の 実態把握と分析 

ウ ． 多極分散型情報社会の 形成 

ェ ． ネッ トワークに関する 経済学的アプローチ 

オ ． 情報処理システムの 充実と郵政統計情報センタ 一の構築 

( 3 ) 技術開発系研究 

ァ ． 文字認識技術の 高度化に関する 研究 

イ ． 郵便処理システム 及び輸送システムの 将来形態に関する 研究 

ウ ． 先端通信技術の 郵政事業への 応用に関する 研究 

ェ ． 通信情報処理システムにおける 

セキュリティ 管理・認証機構の 応用に関する 研究 

( 4 ) 郵政文化啓発・ 普及系研究 

ァ ． 郵政事業の変遷に 関する研究 

ィ ， 切手の文化面に 関する研究と 分類方法の研究 
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4 . 今後の抱負 

郵政省の研究所として、 どのような特色を 持った研究調査活動を 展開していく 

べきか。 具体的に決定しているわけではないが、 抱負としては、 次のようなこと 

を 考えている。 

( 1 ) 郵政省の提供している 情報、 モノ、 お金に関するサービスを 
総合的に把握・ 分析 

与 
「 不ッ トワーク経済論」 の構築 

ア ． ネッ トワーク産業 = 客体を双方向に 輸送し合う産業 

区分 伝 送 路 客 体 

金 融 金融制度 金 

情報通信 通信回路 情 報 

輸 送 道路、 軌道、 海・空路 人 、 物 

占 

ネッ トワーク産業に 共通する理論の 体系化 

イ ． ネッ トワーキンバの 経済性 

「 8 種の経済性」 比較表 

( 林 紘一郎 「ネットワーキ ソグ の経済学」 NTT 出版 ) 

与 
ネッ トワーキンバの 実態把握、 分析 
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(  2  ) 24. 000 の郵便局ネットワークを 活用した特色あ る研究調査活動の 展開 

郵政省は、 全国約 24. 000 の郵便局ネットワークにより、 郵便、 貯金、 

保険というサービスを 展開しているが、 日常の具体的業務遂行に 即して言 

えば、 郵便の戸別配達、 貯金・保険の 募集・集金活動、 郵便局の窓口業務 

を通じて、 毎日、 全国全ての家庭・ 事業所と接触していることになる。 

この接触を最大限活用して、 郵政研究所として 特徴あ る研究調査活動を 

展開する。 
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